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化学療法に伴 う喀出結核菌数の消長の観察方法について

亀 山 禧

国立東京第:一一病院 内科一医長 小 山善之

受 付 昭 和31年3月27日

緒 言

肺結核 に対す る種 々の療法 の効果 を判定す る上 に,胸

部X線 所見 と同時 に,喀 疾 中に喀出 され る結核菌 の消長

が重 要な意 義 を有 し,こ とに近年諸種:の抗結核剤 に よる

化学療法に際 しては,経 過に伴 う喀出結核菌 の消長 と,

耐性菌出現 との関係が論議せ られてい る。

一般 に歯数の消長 を簡単に知 る方法 としてZiehi-Ne-

elsenま たはZieh1-Gabe就 民法,あ るい は蛍光法 による

塗抹検査が行 われてい るが,こ れ らの塗抹検査 を 日常検

査 として在来 の方法 で行 ったので は,検 査 の性質上信頼

性が少ないので,さ きに小酒井 ら1)は小 川氏走塁培養 法

を用いて1日 喀出生菌数 を算定 し,こ れが よ り合理 的か

っ正確な方法 として,日 常検査に用い うる方法で あるこ

とを提示 した。

今 回,私 は結核菌の検出率が高い蛍光法 を用いた:塗抹

検査 による観察成績 と,定 量培養法 によ り1日 喀出生菌

数 を算定 した成績 について比較検討 を行 った。

観察対象ならびに方法

(1)対 象はZie温Neeisen民 法で喀疾 中結 核菌陽性の

肺結核 患者21名,う ち,男 子17名,女 子4名 について化

学療法 を行い,そ の経過 をおって喀 出結核菌 の消長 を観

i察した。
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朝 の喀湊 を採取 し,そ の_.白 金耳 を戴物 ガ ラスに約2平

方糎 に塗抹固定 して,蛍 光顕微鏡研究 協議会決定2)に よ

る蛍光法 を用い,倍 率200倍 で10視 野 中の歯数 を算定 し

麓

1000

10t

10

1

0

図1第li群 その1①

一生

愚菌出数 戦
■ ♂.

『δ・ 冊 一聡 一医
、 一 "M

噺
へ 八

、

一一
ス トレプ トヒ ドラジ ノド

(SMi鍵1NAHO.2369)

週2回

一

画 一鱒 一 一 御・L一一困一 輔 鱒 欄 一曲臨輪 切一106 一 一 一 一→史 輔り↑

_r・ 一 ・ 蛍光法10視野中歯数

一105一

1

L
・一 一一 一日喀11駝歯数 "

一1U'
ヤー
も

＼

歯
竃

レへ

10'

,.10L

`
、1面o③ か ウ ー 一 一一

1000

1GO-

10一

11

01

1000

1Ω0

10

1

治療日数0 30 60 90 120 150・ 日'

107

106

as

104・

103

10'

10i・

③■(PAS+SM)

、

駕 ・

、'

、

ガフキー号数5643420000000

、

＼」 _

そ の1

④■(PZA→=1NAI{)

②～⑨

'⑤■(館A肩N蜘

へ

凝

.＼、

、

107

106

105

1Q`

む 　 　 ロ

⑥■(PZA+IN醸)

●

ML一

Ol

103

10'

1α爵

、

、
、

箋

、 一㍉

レ .

騨煎

ハ ノへ＼、
竪 、 囎 馴闘一 網 騨一 一囎

　 　 ほ

⑦■(PAS+SM)

、
、

舗6b日

a

、」～WL,
㌧._

3060

.へ

d 、＼
、＼

圃

＼

＼

3060soH3060

一 繍 右は}E露 出鹸Y一 噛 一 横車由は治細 数
左iま蛍光法10視野中菌数'"'　 一'一聯

90120日

_⑧■ (PAS+ SM)

臨
、
、

、、

＼、
,へ

v
輔

＼
＼
、
、

噛
、.v

、
、

　簡

㌧ ●¶脚-■

慶 1___L硝

306090F

　むロ

⑨■(PAS+INAH)

唖

、

、
、＼

＼

{
、、
、
、
、
、
w一 一〇

　　

30609⑰ を1



1956年7月 439

た。

(3)次 に約7月 毎に艦艇24時 聞分 を採取 して,小 川氏

定量培養法 を用いて1日 喀出生菌数 を求めた。

観察 結果

21例 の喀出結 核菌 の消長 を大別 す ると次 の ようにT

された。すなわ ち蛍光 法10視 野 中の算定 歯数 の消長 と1

日喀出生菌数 の消長が ほぼ平行 してい る第1群 と,両 者

の消長が一致 しない第 鶏群 とであった。

第1群 は さらに2っ の型 に分 け るこ とがで きた。 その

1は 化学療法 の経過 とともに喀 出結核菌 は減少 し9や が

て陰性化 した例 で9図1は その代表例,図2は これ に属

す他 の症例 であ る。9例 の うち,7例 は蛍光法で1・)10

個 内外の結核菌 をしばしば検出 した時期 に,す で に生菌

は認 め られず,培 養陰性で あっ た。 この塗抹 陽性 ・培 養

陰性の時期 にお ける菌の染色力は著 し く低下 し,形 態 は

短小 あるいは顯粒状 を呈 し て い た。 残 り2例 の うち,

1例(図2⑧)は 歯数が減 じた時 期に膿胸の増悪 お よび

気管支痩 を形 成 し,他 の1飼(図2⑨)は 肺 区域切 除術

を行 ったので陰性化 す るまでの経過 を観察 で きなか った

が,こ の群に属 す る もの と考 え る。

その2は 化学療法 の経過 とともに一時歯数 が減少 した

後,再 び増加 の傾 向を示 した8例 であった。 図3は その

代表例,図4は これに属す症例で あ る。

第:1群 に属す る ものは4例 で,い ず れ も蛍光法で は比

較 的に菌が多数認 め られ るに もかか わ らず培養陰性ない

しは塗抹 所見 に比較 して生菌数が少 ない もので,そ の代

表例 は図5に 示 した。図6は この群に属す他の症 例で あ

る。
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結核菌 の消長 を観察 してい るが,ζ れ ら報告 に お け る

ZieMNeejsenあ るい はZie簾Gabe枕 民法 はいず れ も

.100視 野 中の歯数 を算定 してい る。
ド　　　　ビ
ヨ　ヨモゆエ　　を　
鴨脚 回._._..に われわれが 日常検査 として行っ て い るZiehL

Neels錐 民法 を用いて従来の ガフキー号数で表示す る場

合は,成 績 の変動が著 し く,一 雄 の正 しい傾向が把 握 し

難 い ことが しば しばであ るが,蛍 光法 を用いて塗 抹方法

をで きるだけ一 定に し,か つ9頻 回行 う ときは,21例 中

17例 は両者の傾 向が極 めて近似 していた。

次に第1群,そ の1に 属 した,9例 中7例 が治療 の経過

とともに塗抹陽性 。培養 陰性 の一時期 を経て両 者 ζ も陰

性化 し,し か も塗抹陽性 。培養 陰性 の時期 におけ る菌 の

形態 や,染 色能 に変化 を認 めた ことは,喀 疾 中に含 まれ
ほ

る投与薬剤が培地 に材料 とともに接種 せ られて菌 の発育

を阻止す るために培養陰性 の こともあ るが,こ のよ うな

第E群 ②～④ 時期 には菌 自体 の生活九 発育力 も
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考 案

・ 喀出結核菌数の消長 を蛍光法で検査す るときは,他 の

塗抹法同様に その信頼性は少ない と考 えねばな らない。

すなわ ち採取 した喀疲の性状や,極 めて一小部分 の材 料

のみ を選 択的に用い る点,あ るいは塗 抹手技等に よ り,

24問 の全 喀欝褻 を均等化 して行 う定量培養 法に転 べて

変動が大 き く,ま た,塗 抹でわれわれが観察 してい る抗

酸性菌が果 して生菌 で あるか,死 菌で あるか とい う疑問

が ある。一:方,定 量培養では,生 活力の低下 した菌が発

育 しえない こと,あ るいは抗結核 剤が喀庚 申に混入 して

菌の発育 を阻止す る等の可能性が考 え られ,こ れ らの点

に関 しては未 だ朗 らかに されていない。 この ように両 者

の観察 方法は本質 的に違 った基盤 に立ってい る の で あ

る。 しか し241間 を通 じて喀出 され る喀褻 の うちn結 核

菌 を含 む その主な ものが早期 に喀出 されてい る場 合が多

い と一 般に考 えられてい るの◎ 早朝喀疾 について塗抹

を行 い01日 喀 出生 菌数 と比較 す ることは意味 のない こ

とではない と考 える。

勝木5)はZieLl-Gabeむt民 法,中 村4)はZieh1-Gabett

民 法お よび蛍光法,馬 場5)はZieh1-Neeヌsen民 法,小 酒

井6)7)は 定量培養 によ る1日 喀 出生菌数 を算定す る方法

を用 いてそれぞれ使用薬剤 に対す る耐性菌出現 と喀疾 内

80110140日

光法で認 め られ る菌がZ量eh1-Nee霊s-

en民 法,そ の他一般 に行 われ て きた

種 々の抗酸性菌染色法で は認 め られ

ない とい うことはe三 友8),高 田9、,

中村4),馬 場 騒 の らの報告に もあ

る如 く,染 色 力や形 態が変化す るた

めに見逃 されてい るので もあ ろう。

第1群,そ の2に 属 した8例 は,
謙

前 の9例 中7例 の塗抹陽性 ・培養 陰性の時期 に較べて,

おおむね染色能 は良好 でかつ,形 態 的に も著明に変化 し

て しまわなか った。

第E群 および第1群,そ の1に み られた化学療法 に伴

う菌塗抹陽性 ・培養陰性例 につい ての 細菌学的 な 検:討

はaす でに報告ユ1)したので省略す る。

結 語

肺結 核患者の化 学療法 に伴 う喀出結核菌数の消長 を,

蛍光法10視 野 中の歯数 とe小 川氏定量培養法 を用いて算:

覆す る1日 喀出生菌 数の両者の観察成績 を比較 した。

21例 中塗17例 はほぼ両 者が一致 して増減 を示 し,他 の

4例 は両 者の成績 が一致 は しなかったが,増 減の傾 向は

ほぼ類:似していた。 したがって,蛍 光法 を用いて,そ の

手技 をで きるだけ一 定に し頻 回検査 を行 うな らば,従 来

一般 に 日常検査 として行 われてい る他 の塗 抹方法に較 べ

て,喀 出結核菌i数の消長 を比較 的正確 にaか つs短 時 日

の うちに知 ることがで きると考 え る◎

終りに細菌学的に御指導戴いた検査科小酒井望博士に

深謝する。

なお,本 論文の要旨は第33回結核病学会関東地方会に

おいて演述した。また本研究に要した費用の一部は厚生
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省治療研究費 「結核(耐 性)共 同研究班」 よ り補 助 を受

けた。

引用文 献

1) 小 酒 井 慰 臨 床 病 理, 1; 32, 1953.

2) 蛍 光 顕 微 鏡 研 究 協 講 会: 日本 医 事 新 報, 1588;

 28, 昭29.

3) 勝 木 他: 日宗吉, 12; 2, 102, 昭27.

4) 中 村 他: 日結, 12; 3, 179, 昭27.

5) 馬 場: 結 核, 30; 8, 423, 昭30.

6) 小 酒 井 他: 結 核, 27; 8, 432, 昭27.

7) 小 酒 井 他; 結 核, 29; 1, 6, 昭29.

8) 三 友 他; 日結, 11; 7, 445, 昭27.

9) 高 田 他 二結 核, 27; 9, 559 (第27回 総 会 演 説 特

集 号)

10) 馬 場: 医 療, 8; 131, 昭29.

11) 亀 山: 結 核, 30; 12, 712.


